
となみ散居村ミュージアム指定管理者仕様書 

 

　となみ散居村ミュージアムの指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様に

よる。 

 

１　趣旨 

この仕様書は、となみ散居村ミュージアムの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法

について定めることを目的とする。 

 

２　となみ散居村ミュージアムの管理に関する基本的な考え方 

となみ散居村ミュージアムを管理運営するに当たり、次に掲げる指針に沿って運営する

こと。 

(１)　砺波平野の散居景観及び田園空間を広く紹介するとともに、景観の保全及び創造、

農村文化及び伝統文化の継承により地域の活性化に寄与し、併せて農山村で用いられ

てきた生産用具、生活用具等の地域文化財の保存、展示及び活用による地域住民と都

市住民の交流の促進を図る場とするという、となみ散居村ミュージアム条例の設置趣

旨に基づき、管理運営を行うこと。 

(２)　砺波市（以下「市」という。）の空き家の有効活用施策の拠点施設であり、事業運営

に当たって市と密接に連携して行うこと。 

(３)　市の散村地域研究の拠点施設であり、研究に関する事業運営にあたって、市と密接

に連携して行うこと。 

(４)　施設利用者の安全確保を徹底すること。 

(５)　砺波市個人情報保護条例の規定に従い、個人情報の保護を徹底すること。 

(６)　効率的運営を行うこと。 

(７)　管理運営費の削減に努めること。 

(８)　利用者にとって快適な施設であることに努めること。 

 

３　施設の概要 

(１)　名　称　　　となみ散居村ミュージアム 

（以下「ミュージアム」という。） 

(２)　場　所　　　砺波市太郎丸８０番地 

(３)　施設規模　　敷地面積　１７，３４７㎡（駐車場、園路、遊水池、緑地を含む） 

(４)　施設内容 

【伝統館】母屋　　　　　　【伝統館】納屋　　　 　　【伝統館】灰小屋       

構    造  木造２階建　　　構    造  木造平屋建　 　 構    造  木造平屋建  

延床面積  １９７．８１㎡　延床面積  ９３．５６㎡　  延床面積    1．７４㎡ 

建築面積  １７７．６５㎡　建築面積  ９７．２９㎡　  建築面積    １.７４㎡ 

 

【交流館】　　　　　　　　【情報館】　　　　　　　 【民具館】             

構    造  木造２階建　　  構    造  ＲＣ造平屋建　  構    造  木造２階建  

延床面積  ３５４．２５㎡    延床面積  ７４２．８８㎡    延床面積  ７３０．８４㎡ 

建築面積  ２６２．０２㎡    建築面積  ６１７．１９㎡    建築面積  ３７６．６０㎡ 



駐車場、園路、遊水池、緑地、敷地内水路、電力キュービクル、ポンプ室等 

 

４　開館時間 

ミュージアムの開館時間は、午前９時から午後６時までとする。ただし、交流館及び情

報館について、指定管理者の許可を受けた場合は、午後９時まで利用することができる。

なお、指定管理者は、市長の承認を得て、前項の開館時間を臨時に変更することができる。 

 

５　休館日 

ミュージアムの休館日は、次に掲げる日とする。ただし、指定管理者は、市長の承認を

得て、開館日に休館し、又は休館日に開館することができる。 

(１)　水曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以

下「休日」という。）に当たる場合を除く。） 

(２)　毎月の第３木曜日（休日に当たる場合を除く。） 

(３)　１２月２９日から翌年１月３日までの日 

 

６　指定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間）とする。 

 

７  利用料金に関する事項 

ミュージアムの利用料金は、となみ散居村ミュージアム条例に規定する料金を上限とす

る。 

①　民具館入館料 

　　　備考 

　１　身体障害者手帳等とは、身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉 

手帳をいう。 

　２　介助者は、身体障害者手帳等の所持者１人につき１人に限る。 

②　施設使用料 

　　　ア　伝統館 

 区分 単位 金額

 
個人 20 人以上の

団体

 高校生以上の者 1人1回につき 100 円 80 円

 
身体障害者手帳等の所持者及び介助者 無料

 部屋 時間帯

 午前 9時～ 

午後 1時

午後 1時～ 

午後 6時

 1 階 チャノマ 420 円 520 円

 オイ 420 円 520 円

 クチザシキ 

オクザシキ

420 円 520 円

 エン 

ヘヤ

420 円 520 円



　　　イ　交流館 

　　　ウ　情報館 

　　　エ　民具館 

　　　備考（共通） 

１　許可を受けた利用時間帯を超えて利用する場合の金額は、１時間（１時間未 

満は、１時間とする。）につき当該利用の直近の時間帯の金額に１００分の３０ 

を乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）とする。 

２　営利目的で利用する場合は、この表に掲げる金額（前項により算出した額を 

含む。）に１００分の１００を乗じて得た額を加算する。 

３　冷暖房を利用する場合は、この表に掲げる金額（第１項により算出した額を 

含む。）に１００分の３０を乗じて得た額（１０円未満は、切り捨てる。）を加 

算する。 

 

８　法令等の遵守 

ミュージアムの管理にあたっては、本仕様書のほか、次の各項に掲げる関係法令に基づ

かなければならない。ただし、本契約期間中に関係法令に改正があった場合は、改正され

た内容を仕様とする。なお、改正に伴う費用が増減する場合は、協議により指定管理料を

改定するものとする。 

(１)　地方自治法 

(２)　文化財保護法及び砺波市文化財保護条例 

(３)　となみ散居村ミュージアム条例及び同施行規則 

(４)　砺波市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例及び同条例施行規則 

(５)　その他管理運営に適用される法令 

 

 部屋 時間帯

 午前 9時～ 

午後 1時

午後 1時～ 

午後 5時

午後 5時～ 

午後 9時

 1 階 居間 

食堂

840 円 840 円 840 円

 座敷 1(8 畳) 

座敷 2(8 畳)

630 円 630 円 630 円

 部屋 1(15 畳) 630 円 630 円 630 円

 2 階 部屋 2(6 畳) 420 円 420 円 420 円

 部屋 3(6 畳) 420 円 420 円 420 円

 
部屋 4(20 畳) 630 円 630 円 630 円

 部屋 時間帯

 午前9時～

正午

正午～ 

午後5時

午後5時～

午後9時

午前9時～

午後5時

正午～ 

午後9時

午前9時～

午後9時

 研修室 3,140 円 5,240 円 4,190 円 7,540 円 8,490 円 11,310 円

 部屋 時間帯

 午前 9時～午後 1時 午後 1時～午後 6時

 多目的室 2,100 円 2,620 円



９　業務内容（条例規定事項） 

(１)　利用の許可に関すること 

  　となみ散居村ミュージアム条例（平成１８年砺波市条例第６号。以下「条例」とい

う。）第９条各号に抵触した者、又は明らかに抵触すると認められる者に対しては、利

用の許可をしないこと。 

(２)　施設及び設備の維持管理に関すること 

      ①　施設及び設備並びに備品等が破損･消耗等した場合は、１件５０万円未満の修繕･

補給等は、指定管理者が負担するものとし、１件５０万円以上の修繕費が見込まれ

る場合は、市及び指定管理者との間で協議すること。 

      ②　光熱水費･消耗品費等の費用は、指定管理者の負担とすること。 

③　民具館で展示する民具類は、砺波市教育委員会の指定文化財であるため、適正に

維持管理すること。 

(３)　自主事業の運営に関すること 

    　①　自主事業計画書により、実施すること。 

②　市民のニーズに係る有効な調査を実施し、事業の計画及び実施に反映されている

こと。 

③　料金設定が著しく高額とならないこと。 

(４)　利用料金に関すること 

  　    利用料金の額の設定（市の承認が必要）及び徴収に関する業務を行うこと。 

(５)　利用者の安全の確保に関すること 

  　    利用者の安全対策、監視体制等について、各種マニュアルを作成し、従業員を指導

し、万一に備えて従業員を訓練すること。 

      　また、緊急対策、防犯･防災対策等の安全を確保するための各種マニュアルを作成し、

従業員を指導し、万一に備えて従業員を訓練すること。 

(６)　個人情報保護に関すること 

個人情報保護の大切さを従業員に周知･徹底し、万一これが漏洩等した場合の対策を

講じること。 

(７)　業務報告に関すること 

  　市が必要とする場合、その都度報告書を提出すること。 

(８)　管理運営のための体制の整備に関すること。 

  　  ①　従業員の雇用等に関すること。 

ア　統括責任者を１名配置のこと。また、管理運営に係る全従業員（臨時職員を含

む。）の勤務形態等については、労働基準法･労働安全衛生法･その他労働関係法令

を遵守し、管理運営に支障のないように配置すること。 

イ  従業員に対して、施設の管理運営に必要な研修を実施すること。 

 　 　②　経理業務、受付業務、帳簿作成業務、その他体制の整備に必要な業務を実施する 

こと。 

　　③　空き家利活用事業を市と連携して行うために必要な人員を配置すること。 

　　④　民具に関する学芸職員を１名以上確保すること。 

　　⑤　砺波散村地域研究所の事業を市と連携して推進するための人員を配置すること。 

　　⑥　樹木（屋敷林）の適正な管理を行うために必要な人員を配置すること。 

(９)　減免対象者の利用に関すること 

  　    条例第１３条の規定により利用料金を減免する場合は、あらかじめ市長の承認を得



て定める基準を示さなければならない。 

(１０)　災害時の協力に関すること 

地震、風水害その他の災害発生時における、市による当該施設の利用及び市への協

力等に関する「災害時における施設利用の協力等に関する協定」を締結し、当該協定

に基づき適切に対応すること。 

(１１)　維持管理運営基準に関すること。 

　　　　ミュージアムの施設及び設備の維持管理運営基準については別紙基準書のとおりと

する。 

 

１０  立入検査について 

市は必要に応じ、施設、物品、各帳簿等並びに管理運営の実地について検査を行う。

この場合において、指定管理者は、合理的な理由なく、これを拒否できないものとする。 

 

１１  備品･消耗品等の所有権 

指定管理者に貸し付ける備品等については、市の所有とし、その使用及び保管につい

て十分注意すること。また、指定管理者が、自ら購入･搬入し保管する備品等については、

その都度、市に報告のうえ、指定管理者の所有とすること。 

 

１２  業務を実施するに当たっての注意事項 

(１)　公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体

等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。 

(２)　市内にある他の市民利用施設との連携を図った運営を行うこと。 

(３)　指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程等を作成する場合は、市と協議を行う

こと。 

(４)　各種規程等がない場合は、市の諸規程に準じて、あるいはその趣旨に基づき業務を

実施すること。 

(５)　別に定める予算については、財政の状況により金額が変更となる場合があること。 

 

１３　経費等について 

(１)　管理に要する費用 

ミュージアムは、利用料金方式により運営するため、指定管理者は利用料金及び別

に設定するミュージアムの指定管理料その他をもって収入として管理・事業運営を実

施することとした場合に想定される事業計画を策定すること。なお、指定期間が始ま

るまでに要する準備経費、建物及び市が設置した設備等に軽微な修繕等が発生した経

費については、指定期間中の収入をもって充てること。 

(２)　精算及び事業報告 

　会計年度終了後、６０日以内に事業の精算及び報告を行うこと。 

(３)　経理規程 

指定管理者は経理規程を策定し、経理事務を行うこと。 

(４)　立入検査について 

市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととすること。 

(５)　その他 

施設の管理運営については、地域の実情にあわせて行うこと。 



 

１４  物品の帰属等 

(１)　市が、指定管理者に対して委託代金により物品を購入させるときは、購入後の物品

は市の所有に属するものとすること。 

(２)　指定管理者は、市の所有に属する物品については、砺波市財務規則及び関係例規の

管理の原則及び分類に基づいて行うものとすること。また、指定管理者は同規則に定

められた物品管理簿を備えてその保管にかかる物品を整理し、購入及び廃棄等の異動

について定期的に市に報告すること。 

(３)　指定管理者は、業務において使用する市の所有に属する物品のうち、重要物品につ

いては、砺波市財務規則に基づく現在高の調査を行い、同規則に定められた様式によ

り、遅滞なく市に報告すること。 

 

１５　指定管理者と市の責任分担 

指定管理者と市との責任分担は、次の表のとおりとする。ただし、疑義が生じた場合、

又は定めのない項目については、その都度指定管理者と市が協議して定めること。 

　　　※　指定管理者の故意・過失、協定書・契約書等に定められた管理を怠ったことに 

よる毀損滅失は、金額の多寡に関わらず指定管理者が補償等を行うものとする。 

 

１６　協議 

指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び履行方

法について、疑義が生じた場合はその都度市と協議し決定すること。

 項　　　目 市 指定管理者

 
(１)　市有施設の火災保険加入 ○

 
(２)　市の施設の瑕疵による法律上の損害賠償

義務に対する賠償責任保険加入
○

 
(３)　指定管理者による業務遂行上の過失によ

る法律上の損害賠償義務に対する賠償責任

保険加入（自動車事故を含む。）

○

 
(４)　指定管理者が主催する行事の参加者、ボラ

ンティア活動者等が事故により死傷した場

合の補償保険加入

○


